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Ⅰ. 環境経営方針

【環境保全の行動指針】
１．次の事項について環境目標・活動計画を定め、継続的な改善に努めます。
　①二酸化炭素排出量の削減（低炭素社会への対応）
　　♢電気の節約　♢ガソリン使用量の削減
　②廃棄物排出量削減及び再資源化の推進（循環型社会への対応）
　　♢廃棄物の発生そのものを抑える取組　♢リサイクルの促進
　③水使用量の削減（水資源の保全）
　　♢水の効率的利用及び日常的な節水
　④製品への環境配慮
　　♢簡易包装の推進：包装紙・厚紙・封筒購入量の抑制
　⑤環境活動
　　♢周辺地域への貢献活動

２．環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。
３．環境への取り組みを環境経営レポートとしてとりまとめ公表します。

本方針を全従業員に周知いたします。

YKK六甲株式会社　代表取締役社長　　小山 将志
制定日  2009年8月8日
改定日  2020年6月30日

Ⅱ.  組織の概要

Ⅲ. 主な環境負荷の実績（主要項目）

１）名称及び代表者名
　ＹＫＫ六甲株式会社　代表取締役社長　小山 将志

２）所在地
　兵庫県神戸市東灘区向洋町西４丁目2番地

３）環境管理責任者及び担当者氏名・連絡先
　責任者 ：  代表取締役社長　  小山  将志
　担当者 ：  環境・安全衛生　　山﨑  佐弥香
　TEL　   ：  078-857-3050
　E-mail  ：  s_yamasaki@ykkrokko.co.jp

４）認証・登録の対象範囲
    対象事業所 ： 本社
    事業活動 ：  印刷業（取扱説明書・カタログ類・社内報）、
　　　　　　 WEBサイトの企画・運営、書類保管受託業
　　　　　　 務、ビス袋詰め作業、YKK現物カタログ製作

私たちは、環境負荷の低減が恵み豊かな地球環境を守るための重要な課題と認識しており、本業である印刷
物の生産を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
活動内容は、環境経営における課題やチャンスを定期的に見直すことで明確にし、効率よく、無駄なく、タイ
ムリーに、YKK六甲全社員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。

【環境経営理念】

単  位項  目

二酸化炭素排出量

古紙排出量
古紙以外の産業廃棄物排出量
水使用量

2020年度 2021年度
　　　　　　　　合計

kg

kg

m3

55,110

3,820

437.0

53,220

5,630

488.0

2022年度
118,307kg-CO2 135,929 115,296

・電力 kWh 268,809 262,121 221,267

・ガソリン L 2,792 1,985 1,914

46,690

4,650

471.0

一般廃棄物排出量（可燃ごみ） kg 1,164（9カ月） 1,454 1,454

製品出荷額
主要製品生産量（印刷物）
従業員
延べ床面積

369百万円

4月～翌年3月

154.9t
27名

1,713m２

５）事業の規模（2022年度）

6）環境経営実施体制

※購入電力の二酸化炭素排出係数：0.501kg-CO2/kWh（日本テクノ 2019 年度）



Ⅳ.  環境経営目標及びその実績
１）中期目標

単位項目
2022年度

電力使用量削減

古紙排出量削減

産業廃棄物削減

水使用量の削減

合計

基準年度

廃
棄
物

二
酸
化
炭
素
排
出
量

目標基準値 年度 対比 対比 対比

2023年度

目標

2024年度

目標

kWh

kg-CO2

kg

134,673

268,809

2,770

438.0

2009

2020

2020

2016

2,493

433.6

90%

99%

130,633

未定

未定

未定

未定

97%98%

2022実績

54,559 99% 54,559 99%

2022実績

―

電力96％
ガソリン100％

電力97％
ガソリン100％

電力98％
ガソリン100％

電力2020
ガソ2018

260,745

129,286

258,057
96%

2022実績

263,433

kg-CO2 141,016 136,975 135,628138,322

131,980

ガソリン使用量削減
L

kg-CO2 6,342

2,734
2018

6,342 6,342
100%100% 100%

2,734 2,7342,734

6,342

2022実績m3

kg 55,110 54,008 98％

一般廃棄物排出量削減 2121 1,454 100% 1,454 100%kg 1,454 1,454 100％

※PRTR 対象となる化学物質は使用していない。

Ⅴ.  環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

取組計画 達成状況 評価結果と次年度の取組内容

二酸化炭素排出量の削減

・省エネ型加湿器の導入

・電力測定による見える化

・太陽光発電導入に向けた準備

古紙排出量の削減

・種類別排出量把握、分析

産業廃棄物の削減

・湿し水の交換頻度適正化

・産廃置き場の改善

水使用量の削減

・雨水利用に向けた準備

・水漏れチェック及び防止

≪目標達成≫

≪目標達成≫

≪目標未達成≫

≪目標未達成≫

コンプレッサー不要の加湿システムに更新。

動力と電灯の電力を、別々に測定するための準備を進めており、次年度も継続。

情報収集中。次年度も引き続き、2025年度稼動に向けて準備を進める。

分析を進めつつ、作業工程のロス・ムダの把握を進めている。次年度も継続。

交換頻度の適正値はある程度定まってきており、排出量も減少傾向にある。

可能な範囲内で広く使えるよう工夫を行った。次年度も検討を継続する。

雨水タンク設置に向けて準備中。来年度設置予定。

週に1回、水道メーターのチェックを実施。次年度も継続。

○

○

○

・退社時の消し忘れ防止の実施 定期的に呼び掛けを実施し消し忘れが減少した。次年度も引き続き継続。○

○

ガソリン使用量の削減

・エコドライブの推進

≪目標達成≫

1回の呼び掛けに留まった。次年度も引き続き継続。△

○

○

・廃パレットの返却 次年度も引き続き継続する。○

○

○

２）対象期間の実績

単位項目

電力使用量削減

合計

古紙排出量削減

産業廃棄物削減

水使用量削減

基準年度 対象期間における実績（2022年4月～2023年3月）

廃
棄
物

二
酸
化
炭
素
排
出
量

基準値 年度 目標（4～3月） 実績（4～3月） 達成度 評価

kWh

kg-CO2

kg

134,673

268,809

2,770

438.0

2009

2020

2016

2,493

433.6

110,855

4,650

471.0

119％

54％

92％

○
221,267

○

263,433

kg-CO2 141,016 120％ ○115,296138,322

L 2,734 1,9142,734

131,980

54,559

×

×m3

ガソリン使用量削減
6,342

2018
6,342 4,441

143％
○kg-CO2

kg 55,110 2020 46,690 117％

一般廃棄物排出量削減 ○1,454kg 1,454 2021 1,454 100％

○

※評価欄　○：達成　△：やや未達成　×：未達成

※達成状況　◎：よくできた　○：まずまずできた　△：あまりできなかった　×：全くできなかった



Ⅶ.  環境に関する持続的な取り組み

Ⅷ.  環境に関する新たな取り組み

Ⅸ.  代表者による全体の評価と見直し・指示

＜その他の取り組み＞ ＜ビオトープの環境維持＞ ＜清掃活動＞

● 照明の LED化

四季折々の表情を楽しむために、水質
改善や植物の手入れを行っています。

月に１回の清掃活動を継続しています。

・環境集会

・環境説明会

・産業廃棄物処理業者の現地確認

・部署ミーティング

・提案会

・作業環境測定（有機溶剤の個人
　ばく露測定、騒音測定）

今年度は、LED 照明に切り替えたことで大幅に電力使用量が削減できました。
それだけでなく、無駄な使用を抑えようとする意識が社内に浸透しているの
が年々見てとれます。その反面、印刷工程で発生する一部の廃棄物や水使用
量は増加傾向にあります。品質向上・維持のために必要なことではあります
が、期限を決めて適正値の把握を進めて行きます。
また、古紙の排出量削減は仕事量の減少が大きな要因ではありますが、印刷
オペレーターの努力により予備率低減を図っていることも要因の一つです。
これからも社員を巻き込んだ活動を目指し意識向上に努めていきます。

2023 年 4 月 19 日　代表取締役社長  小山将志　

社内の全照明を、蛍光灯から LED
照明に切り替えました。
電球交換の必要がなくなった上、
どの部屋も以前より明るくなり、
仕事がしやすい環境になりました。
何より、電力使用量が大幅に削減
し、毎月省エネ効果を実感してい
ます。

● コンプレッサー不要の加湿システム導入

創業時から使用していた工場内の
加湿システムを更新しました。
新規設備は高圧ポンプのみで稼動
するため、コンプレッサーが不要
の省エネ型です。
導入後は、工場内の湿度が安定し、
頻繁に発生していた印刷機や加工
機の紙詰まりも解消されています。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境法規等の逸脱はありませんでした。
なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありません。

廃棄物処理法 ○

○

○

○

騒音規制法

フロン排出抑制法

消防法

適用される法規制 遵守状況適用される事項（施設・物質・事業活動等）

一般廃棄物収集業者の許可の確認、産業廃棄物収集運搬・処理業者の許可の確認、書面契約、
保管基準の遵守、マニフェスト交付・保管、処理業者の現地確認、処理困難通知への対処

規制基準の遵守（印刷機械、加工機械、コンプレッサー等）

○

○
労働安全衛生法

化学物質リスクアセスメントの実施

ストレスチェックの実施

簡易・定期点検の実施、漏えい発見時の対応、点検整備記録簿の記録・保存、算定漏えい量の
報告、廃棄する際のフロン類の回収（対象機器：業務用空調機、圧縮機）

消火設備の定期点検（消火栓、火災報知器、消火ポンプ、消火器）、消防訓練

環境経営方針

環境経営目標

環境経営計画

実施体制

その他

否

否

否

否

否

―

―

―

―

―

見直し内容見直し要否項目

Ⅵ.  環境関連法規定等の遵守状況
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